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『あまやどり事業終了』 
柏崎市は、東日本大震災直後に

新潟県の自治体では最大となる

2,091人におよぶ避難者受け

入れを行いました。特に避難指

示区域内からの避難者９割が仕

事や親戚、知人を頼るなどして

柏崎へ避難されておりました。 

『柏崎市被災者サポートセンタ

ーあまやどり』は、避難者の孤

独・孤立死を出さないように

「避難者の見守り訪問」並びに

交流拠点である「サロン活動」

を軸として被災元や柏崎の状況

について「情報提供」を行って

きました。 

避難者が支援者となり、これま

で経験のない仕事に戸惑いなが

ら始まった見守り支援が丸 11

年をもって活動を終えます。 

これまで、あまやどりの活動に

関わっていただきました皆様に

は感謝しかありません。本当に

ありがとうございました。 

この事業の経験が、これから

先、同じような災害で被災され

ることになる方々が、再び前を

向いて歩きだす事に僅かながら

でも役立てれば幸いだと思って

います。 

 

2022年 3月 11日（金）避難者交流会 
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『防災関連事業実績』 
 

①防災出前講座 

・４２回 

②地区防災計画作成支援 

・ 3地区 

③講演（企業等） 

 ・１５団体 

にしやま保育園、藤村クレスト株式会社 

柏崎市女性防災士の会「すてっぷ」、柏崎年金事務所 

防災士資格取得試験研修、北条、南部コミセン 

刈羽村地域防災リーダー、柏崎市新人職員 

柏崎市新人消防団員 など 

 
 

『くらしのサポートセンター事業』 
 

1950年代に生まれた人達が一斉に後期高齢者となり、その

人口が 30％を占めることが予測される「2025年問題」。 

人口における高齢者の割合が増えると同時に、認知症高齢

者、高齢世帯、死者数も増加。 

それに伴い、介護費や医療費負担もこれまでになく大きくな

ることが懸念されているため、地域包括ケアシステムの推進

を担うポジションとして地域の「住まい・医療・介護・予

防・生活支援」をつなぐ生活支援コーディネーターが活躍し

ております。 

今年度から新たに 2名が採用され総員 7名となりました。 

※えきまえサロンは基幹型のくらしのサポートセンターとし

て運営しております。 

 

 

『旅サポーター事業』 
 

・柏崎版バリアフリーマップ 72施設公開 

 地元身体障害者福祉協会、産業大学生と合同調査・公開 

・観光庁 心のバリアフリー認定制度啓発活動及び申請を 

サポート。 

県内 3施設のうち、市内安田「欧風食堂プティポア」が認定 

 

 

みんなで支え合うことが大切 

●健康管
理 ●生きがい活
動 ●生活費の確
保 

●見守
り ●支え合
い ●ボランティ
ア ●趣味サーク
ル 

●生活保
護 ●人権擁
護 ●相談機
関 

公
助 

自分の事は自分
で 

皆で助け合
い 

足りない所は介護保険や福祉のサービスで 

●医療サービ
ス ●介護保険サー
ビス 

こ   の     り     
  の  合い が      い  

       

         

            

         

            

 災          

            

      通      
  く     く    

   行          

     ま       


